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1. 本マニュゕルについて 
本マニュゕルでは、LifeKeeper for Linux v8.4のゕップデートに関する詳細を説明します。

LifeKeeper の使い方や、運用方法に関する情報を提供するものではありません。

LifeKeeperの使い方に関する詳しい情報は、ユーザーサトや SIOS Technology Corp.

のWebサト内のドキュメントをご参照ください。 

 

1.1. 対象読者について 

本マニュゕルは、現在 LifeKeeper for Linuxをご利用いただいており、LifeKeeperのゕッ

プグレードを計画されている方を対象としています。そのため、LifeKeeper for Linuxの

利用について基本的な知識を持っている技術者を対象としています。 

 

1.2. サオステクノロジーについて 

サオステクノロジーは、1997年の創業以来、オープンソースソフトウェゕを軸に、Web

ゕプリケーションや OS、IT、システムの開発/基盤構築/運用サポート等の事業を展開し、

現在はこれらにクラウド技術を加え、新たな価値創造とそのご提供に取り組んでおります。

サオステクノロジーに関する詳細については、http://www.sios.com をご参照くださ

い。 

 

1.3. サオステクノロジーへのお問い合わせ 

住所:〒106-0047 東京都港区南麻布 2丁目 12-3 サオスビル 

電話番号:03-6401-5161  FAX:03-6401-5162 

日本国内および海外の事業所の情報に関しては、弊社のWebサトをご参照ください。 

http://www.sios.com/ 

 

1.4. サポートへのお問い合わせ 

お問い合わせの一次窓口が弊社ではない場合があります。お問い合わせの際はサポート証

書よりサポート窓口をご確認ください。サポート窓口が弊社になっている場合は、下記の

Webサトよりお問い合わせください。 

http://www.sios.com/products/bcp/lkdk/contact/ 

 

1.5. 製品に関する情報 

製品ドキュメントに関する情報は、下記のリンクよりご参照ください。製品のリリース 

ノートや Recovery Kitの管理ガドがあります。Japanese Documentationのリンクよ

り日本語マニュゕルをご確認いただけます。 

http://docs.us.sios.com/ 

 

Recovery Kit の動作概要、製品の Errata 情報、ラセンスの取得方法などに関する情報

は、ユーザーサトでご確認いただけます。 

http://lk.sios.com/ 

http://www.sios.com/
http://www.sios.com/
http://www.sios.com/products/bcp/lkdk/contact/
http://docs.us.sios.com/
http://lk.sios.com/
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2. ゕップデート前の要件 
LifeKeeperのゕップデートを開始する前に、以下の事項を確認します。 

 

2.1. リリースノートの確認 

ゕップデートを開始する前にリリースノートをご確認ください。リリースノートには重要

な情報が含まれています。リリースノートを参照して、サポートされているプラットフォー

ム、オペレーテゖングシステム、ゕプリケーション、ストレージを確認します。リリース

ノートは SIOS Technology Corp.の以下のWebサトから参照できます。 

http://docs.us.sios.com/ 

 

注意 

 LifeKeeper for Linux v8.2以降、32bit 環境をサポートしていません。32bit環境で

ご利用のお客様は v8.2 以降のバージョンへのゕップグレードはできません。v8.2 以

降をご利用いただくには OSを 64bit環境へ変更する必要があります。 

 

2.2. TCP/IP接続と名前解決の確認 

GUI の機能を使用するためにクラスタノードの双方で名前解決ができる必要があります。

名前解決には、DNS サービスもしくは/etc/hosts を使用します。また、localhost が

127.0.0.1に解決される必要があります。 

 

2.3. Firewallの確認 

以下のポートを使用しています。 

 コミュニケーションパス(TCP)の通信用: 7365/tcp 

 GUIサーバの通信用: 81/tcp、v82/tcp  

 GUIサーバ、クラゕント間の RMI通信用: 1024/tcp以降の全てのポート 

 DataKeeperの同期用(DataKeeper 使用時): “10001+<mirror number> 

+<256 * i>” 

 

補足 

 GUI サーバ、クラゕントの通信に使用するポートはクラスタノードと、GUI クラ

ゕントを動作させる全てのシステムでポートが開放されている必要があります。 

 DataKeeperで使用するポートは上記の計算式で割り出すことができます。iの値は 0

から開始し、使用されていないポートが見つけるとそのポートを使用します。例えば

mirror number が 0の DataKeeperリソースが存在している環境で、10001番ポー

トが別のゕプリケーションによって使用されていた場合は、10257 番ポートが使用さ

れます。 

 GUIサーバ、クラゕント間の通信では Javaの RMI(Remote Method Invocation)

にて 1024 番以降のポートをランダムに使用します。クラスタシステムにゕクセス制

御などを適用する場合は、これらのポートを考慮し、パケットフゖルタリングを行う

http://docs.us.sios.com/
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必要があります。セキュリテゖー対策の観点で本仕様が問題となる場合は、ssh の X 

フォワーデゖングを使用して対応することもできます。設定方法等はテクニカルド

キュメントをご参照ください。 

 

2.4. SELinuxの確認 

SELinuxの設定を disabledにしてください。SELinuxの permissiveと enforcingのモー

ドはサポートしていません。 

 

2.5. LifeKeeper for Linux v8.4の動作に必要なパッケージの確認 

必要なパッケージはテクニカルドキュメント内の「環境のセットゕップ」セクションの 

「Linux の依存関係」に記載していますので、こちらをご確認ください。 

 

注意 

 ご利用のデゖストリビューションから提供されている適切なパッケージをゕップデー

トしてください。 

 ご利用の環境に合わせて 64bit版のパッケージをゕップデートしてください。 

 sg3_utilsパッケージは DMMP Recovery Kit、PowerPath Recovery Kit等のマルチ

パス用のリカバリキットを使用する環境に必要です。マルチパス用のリカバリキット

を使用しない環境には必要ありません。 

 

2.6. 既知の問題の確認 

既知の問題は、テクニカルドキュメント内の Troubleshooting セクションの Known 

Issues and Restrictionsに記載しています。ご利用の環境に該当する既知の問題がないか

確認します。また、最新の情報につきましては、弊社ユーザーサトの「Errata/制限事項」

に記載されている場合がございますので、こちらも合わせてご確認ください。 

 

2.7. ラセンスの再取得について 

v8.1.X からゕップデートする場合、ラセンスの再取得が必要です。これは v8.1.x まで

とそれ以降ではラセンスの種類が異なっているためです。 

 

弊社へゕップデート申請を提出していただくとラセンス発行用の Entitlement ID / 

Activation IDを発行いたします。弊社へゕップグレード申請書およびラセンスの再取得

の手続きがお済みでない場合は、以下の手順に沿って、ラセンスを入手してください。 

 

ゕップグレード申請書の提出 

ゕップグレード申請書は以下の URLから入手してください。 

http://lk.sios.com/?p=1196 

 

 

http://jpdocs.us.sios.com/Linux/8.3.2/LK4L/TechDoc/index.htm#troubleshooting/known_issues_restrictions.htm
http://jpdocs.us.sios.com/Linux/8.3.2/LK4L/TechDoc/index.htm#troubleshooting/known_issues_restrictions.htm
http://lk.sios.com/?cat=11
http://lk.sios.com/?p=1196
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ラセンスの入手 

Entitlement ID / Activation IDの入手後の手続きにつきましては以下の URLをご参照く

ださい。 

http://lk.sios.com/?p=449 

 

2.8. LifeKeeper のバージョンゕップ手順について 

LifeKeeper for Linux v8.4は、v8.2.x、v8.3.xから 直接ゕップグレードすることができ

ます。それより以前のバージョンからゕップグレードする場合、それまでのバージョンを

ゕンンストールして再ンストールする必要があります。 

 

補足 

直接のゕップグレードをサポートしていない古いバージョンをゕンンストールしないで v8.4 

にゕップグレードしたい場合、一度 v8.4 へのゕップグレードをサポートしているバージョンで

ある v8.2.x、v8.3.x へゕップグレードした後に、v8.4 にゕップグレードする方法もあります。 

 

  

http://lk.sios.com/?p=449
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3. LifeKeeper for Linux v8.2以上から v8.4へのゕップデート  

3.1. ゕップデート手順の概要 

LifeKeeper for Linux v8.2.以上、または v8.3以上から v8.4へのゕップデートは、setup

スクリプトによる基本パッケージのゕップデートとオプションの Recovery Kit のゕップ

デートで完了します。本項では LifeKeeper for Linux v8.3.2から v8.4にゕップデートす

る手順を例に説明します。 

 

補足 

 v8.2より古いバージョンからのゕップグレードの際には、ラセンスの再取得と新規

ラセンスへの入れ替えが必要です。 

 以降の手順に掲載されている LifeKeeper の各パッケージ番号が、実際にリリースされ

ているものと異なる場合がありますが、操作手順には影響ありません。ご利用のバー

ジョンに読み替えてご利用ください。 

 ゕップグレード元の LifeKeeperのバージョンによっては、ゕップグレード対象のパッ

ケージが異なるため、以降に記載している表示内容と異なる部分がありますが、手順

自体に影響はありません。 

 

① lkbackupの取得  

lkbackup コマンドを実行して、両ノードの構成情報のバックゕップを取得してください。

lkbackupコマンドは両ノードで実行してください。 

 

 

 

補足 

本手順における LifeKeeper の構成情報バックゕップは、ゕップデートする手順の中では使

用しません。ゕップデート前の環境に戻す必要が出た場合に、リストゕ用途に使用するこ

とを目的としています。 

 

② LifeKeeper の停止 

lkstopコマンドを実行し、LifeKeeperを停止してください。 
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③ setup スクリプトの実行 

新しいバージョンの製品 CD-ROM を任意のデゖレクトリにマウントします。続いてその

CD に含まれる sps_xxx.img（xxx はバージョン番号）を任意のデゖレクトリにマウント

し、setup を実行します。以下は CD をマウントし、setup スクリプトを実行するまでの

コマンドの実行例です。 

 

# mount /dev/cdrom /media/cdrom 

# cd /media/cdrom 

# mount sps_xxx.img  –t iso9660 –o loop /mnt 

# cd /mnt/ 

# ./setup 

 

④ LifeKeeper のアップデートの開始 

setupスクリプトを実行すると、以下のような画面が表示されます。LifeKeeper のゕッ

プデートを開始する場合は、Enter キーを押してください。 

 

 

LifeKeeperが起動している状態で実行した場合には、LifeKeeperの停止を確認するメッ

セージが表示されます。ゕップデートを継続するためには Enter キーを押してください。 
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Enterキーを押すと以下のように LifeKeeper の停止が実行されます。 

 

停止が完了したら Enterキーを押して次に進むことができるようになります。 

⑤ LifeKeeper の基本パッケージのアップデート 

デゖストリビューションに対応した LifeKeeper のパッケージのゕップデートが開始され

ます。Enter キーを押してください。 

 

 

 

上記のように「Press ENTER to continue…」と表示されたら Enter キーを押して次に進

んでください。 

 

注意 

サポートされていないデゖストリビューション、カーネルで動作している場合は、ンス

トールを継続できませんが、リリースノートに記載されているデゖストリビューションの

マナーバージョンの差異であれば、ンストールすることが可能です。LifeKeeperを

ンストールする前にリリースノートをご確認ください。 
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⑥ Java パッケージの確認 

次に LifeKeeper の GUI クラゕントで使用する Java パッケージを確認します。Enter

キーを押してください。すでに同じバージョンがンストールされている場合には、以下

のように「Java is already properly installed on this system.」と表示されます。 

 

より古いバージョンのLifeKeeperからゕップグレードをする場合、Javaパッケージのゕッ

プグレードが行われますので、画面の表示内容に従って Enter キーを押して進んでくださ

い。 

 

補足 

LifeKeeperで使用しているJavaはLifeKeeperの設定フゔル(/etc/default/LifeKeeper)

を参照しています。OS の環境変数は使用していないため、複数のバージョンの Javaを混

在させることができます。製品同梱の Java パッケージと他の Java パッケージが混在して

も、LifeKeeperの動作に影響はありません。 

 

⑦ DataKeeper用途のカーネルモジュールのアップデート 

DataKeeper for Linuxを使用している場合は、DataKeeper用のカーネルモジュールを 

ゕップデートする必要があります。DataKeeper を使用している場合は、Enter キーを押

してください。DataKeeperを使用していない場合は[n]を入力し、Enterキーを押してく

ださい。 

 

 

 



LifeKeeper for Linux v8.4 ゕップデートガド 

 

 

11 

©SIOS Technology, Inc. 

 

⑧ NFS ユーティリティパッケージのアップデート 

LifeKeeperで NFSサービスのエクスポート領域を保護している場合は、nfs-utilsパッ 

ケージを有効にする必要があります。有効にする場合は Enter キーを押してください。

LifeKeeper で NFS サービスのエクスポート領域を保護していない場合は、[n]を入力し

Enterキーを押してください。 

 
 

[y]を押して Enter キーを押すと、NFS デーモンの HA を有効にするため、NFS サービス

の再起動を促されます。デフォルトでは、NFSデーモンの再起動を実行します。NFSサー

ビスの再起動を実行させたくない場合は、[n]を入力し、Enter キーを押してください。 

 

 

NFSサービスの再起動を行った後は、Enter キーを押し、次のステップに進んでください。 

 

※関連するデーモンが起動していない場合には、再起動は行いません。Press ENTER to 

continue…が表示されたら Enterキーを押して次に進んでください。 
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⑨ 必須パッケージのアップデート 

LifeKeeperの動作に必要なパッケージをゕップデートします。Enterキーを押し、全ての 

パッケージをゕップデートしてください。 

 

 

注意 

LifeKeeperの動作に必要なパッケージが不足している場合は、RPMパッケージのゕップ 

デート時に依存関係のエラーが発生します。メッセージ内容やリリースノートの情報を参

照し、必要なパッケージをンストールしてください。 

 

⑩ SPS(LifeKeeper) coreパッケージのアップデート 

Enterキーを押し、ゕップデートを実行してください。 
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⑪ LifeKeeper GUI クライアントのグループとログインユーザの設定 

グループの設定は既にされているためEnterキーを押し、次のステップに進んでください。 

 

 

⑫ ライセンスキーの入れ替え 

以下のステップで[y]を入力すると、ラセンスキーを入力する画面に移ります。[n]を選

択した場合でも、後から lkkeyinsコマンドでラセンスキーをンストールできます。 
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⑬ オプションの Recovery Kitパッケージのアップデート 

構築されているクラスタシステムに合わせてオプションのRecovery Kitをゕップデートし

ます。すでにンストールされている Recovery Kitについては、自動的にゕップグレード

対象となり、画面左部に「u」の文字が表示されます。 

 

ゕップグレードが必要なパッケージが選択されていることを確認して、Enter キーを押して

ください。対象の rpmパッケージのゕップグレードを確認する画面が開きます。内容を確

認して Enterキーを押してください。ゕップグレードが実行されます。 

 

補足 

ゕップグレード作業が一通り完了した後で別途 Recovery Kitのンストールやゕップグ

レードが必要となった場合には、ンストールで使用した setupスクリプトを、-kオプショ

ンを付けて実行してください。上記の Recovery Kitンストール画面を開くことができま

す。 

 

#<ンストール CDメージのマウントポント>/setup -k 
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以上で setup スクリプトは完了です。ゕップグレード前に LifeKeeper が起動していた場

合、setup スクリプト完了時に自動的に LifeKeeper の起動が行われます。LifeKeeper を

停止させていた場合は、自動起動されませんので、 lkstart コマンドで必要に応じて

LifeKeeperを起動させてください。 

 

⑭ 残りのノードへの LifeKeeperのアップデートを実行する 

LifeKeeperのゕップデート対象になっているノードも、ここまでと同様の手順でパッケー

ジをゕップデートします。 

 

 

全ての対象ノードでここまでのゕップグレード手順の実行をもってゕップデート手順は完

了です。完了後は、各ノードで LifeKeeperの起動を確認し、Lリソースやサーバのステー

タスの正常性を確認してください。また、必要に応じてリソース切り替えの動作確認や保

護対象サービスの正常性の確認を実施してください。 
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4. LifeKeeper for v8.1未満から v8.4へのゕップデート  

4.1 ゕップデート手順の概要 

LifeKeeper for Linux v8.2未満から v8.4へのゕップデートは、一度ゕンンストールを

行ってから、v8.4 をンストールする必要があります。直接のゕップデートはサポートし

ていません。 

 

この場合ゕンンストールを必要とすることから、そのままの方法では LifeKeeper のリ

ソース構造などは失われてしまいます。これを回避するため、以下の 2 つの方法が考えら

れます。 

 

1. ゕップグレードをサポートしているバージョンへゕップデートしてから、最終的に目

的のバージョンへゕップデートする。 

2. lkbackupコマンドで構成情報を取得しておき、目的のバージョンへのゕップデート完

了後にそれをリストゕする。 

 

ここでは 2.の lkbackupを取得して行うゕップグレード手順を解説します。 

LifeKeeper for Linux v7.5から v8.4にゕップデートする手順を例に説明します。 

 

 

補足 

1.の方法を選択される場合、ゕップグレードをサポートしている LifeKeeper 製品バー

ジョンを最新バージョンとは別に入手しておく必要があります。ゕップグレードをサポー

トしているバージョンの入手方法ですが、製品サポート窓口迄お問い合わせ頂ければ必要

な製品バージョンを提供させて頂きます。 

 

 

① lkbackupの取得  

lkbackupコマンドを実行して、LifeKeeper for Linux v8.0未満のバックゕップフゔル

を取得し、任意のデゖレクトリにコピーしてください。lkbackupコマンドは両ノードで実

行してください。 

 

② /etc/default/LifeKeeperの取得 

/etc/default/LifeKeeper を任意のデゖレクトリにコピーしてバックゕップを取得してく

ださい。 

 

③ LifeKeeper の停止 

lkstopコマンドを実行し、LifeKeeperを停止してください。 
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④ LifeKeeper のアンインストール 

rmlkコマンドで、LifeKeeper をゕンンストールしてください。yを入力するとゕンン

ストールが開始されます。 

 

 

 

また、LifeKeeper for Linux v7.5未満の場合は、rpmコマンドで LifeKeeper のパッケー

ジを削除してください。 

 

# rpm –e $(rpm –qa | grep steeleye) 

# rpm -e $(rpm -qa | grep HADR) 

 

⑤ LifeKeeper for Linux v8.4のインストール 

別紙『LifeKeeper for Linux v8.4スタートゕップガド』を参考にンストールを実行し

てください。 

 

⑥ /etc/default/LifeKeeperの取得 

v8.4 の/etc/default/LifeKeeper を任意のデゖレクトリにコピーしてバックゕップを取得

してください。 

 

⑦ lkbackupのリストア 

lkbackupコマンドで、LifeKeeper for Linux v8.0未満のバックゕップフゔルからリス

トゕを実行してください。 

 

# /opt/LifeKeeper/bin/lkbackup –x –f archive.<タムスタンプ>.tar.gz 
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⑧ /etc/default/LifeKeeperの変更 

/etc/default/LifeKeeper を 手順 ⑦で取 得した LifeKeeper for Linux v8.4 の

/etc/default/LifeKeeper に上書きをしてください。 

さらに、手順②でゕップデート前に取得した/etc/default/LifeKeeperの内容を確認し、値

の変更やパラメータの追記があった場合には、それを反映させてください 

 

注意 

 手順⑦lkbackupを実行した時、/etc/default/LifeKeeperフゔルも古いバージョン

の内容に置き換わってしまうことが考えられます。そのため、この手順では lkbackup

を実行する前に手順⑥で v8.4の/etc/default/LifeKeeperフゔルのバックゕップを

取得し、手順⑦で lkbackup を実行した後、改めて手順⑧で v8.4 の

/etc/default/LifeKeeper フゔルを上書き保存しています。旧バージョンで使用して

いたパラメータ等があれば、手順⑧で置き換えた v8.4 の/etc/default/LifeKeeper

フゔルを編集します。その際の参考情報として手順②で取得しておいた旧バージョ

ンの/etc/default/LifeKeeperを確認してください。 

 

 旧バージョンで使用していた/etc/default/LifeKeeper フゔルのパラメータには、現

バージョンでは不必要な値がある可能性があります。ゕップグレード後動作に問題等

が生じた場合には製品サポートへお問い合わせください。 

 

⑨ 残りのノードへの LifeKeeperのアップデート 

LifeKeeperのゕップデート対象になっているノードも同様の手順でパッケージをゕップ 

デートします。 
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5. その他 

5.1 製品サポートへお問い合わせいただく際に収集すべき情報について 

LifeKeeperには構成情報やログを一括取得する lksupportというツールが用意されていま

す。障害解析やンストレーションに関する調査では、ログや構成情報の確認が必要とな

るケースが大半となります。そのため、障害解析やンストレーションに関する調査をご

希望の際は、以下の情報をご提供ください。 

 

 事象発生時刻 

 全クラスタノードの/var/log/messages 

 全クラスタノードの lksupport 

 その他、お気づきの点 

 

補足 

lksupportでゕーカブフゔルを生成するために以下のコマンドを実行します。 

# /opt/LifeKeeper/bin/lksupport 

 

lksupportの実行に成功すると/tmp以下に次の命名規則のフゔルが生成されます。 

このフゔルをクラスタ全ノード分収集してお送りください。 

 

# /tmp/lksupport/<ホスト名>.lksupport.<タムスタンプ>.tar.gz 

 

 

5.2 CUIによるリソースの起動、停止およびスッチオーバ 

CUIによるリソースの起動とスッチオーバは perform_actionコマンドの「-a」オプショ

ンを付与し引数に restoreを与えます。 

 

 # /opt/LifeKeeper/bin/perform_action -t <タグ名> -a restore 

 

CUI からリソースの停止には、perform_action コマンドの「-a」オプションで引数に

removeを与えます。 

 

# /opt/LifeKeeper/bin/perform_action -t <タグ名> -a remove 

 

補足 

リソースの停止を実行した場合、指定したリソースとそのリソースの上位の存在するリ 

ソースも停止します。 
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5.3 よく利用する LifeKeeper のコマンド 

ここでは、通常よく利用されるコマンドを紹介します。それぞれのコマンドの詳細につき

ましては、オンランマニュゕルの情報をご確認ください。 

 

 LifeKeeper GUIクラゕントの起動 

# /opt/LifeKeeper/bin/lkGUIapp 

 

 LifeKeeper の起動 

# /opt/LifeKeeper/bin/lkstart 

または 

#/etc/init.d/lifekeeper start 

 

 LifeKeeper の停止（リソースも停止する） 

# /opt/LifeKeeper/bin/lkstop 

または 

# /etc/init.d/lifekeeper stop-nofailover 

 

 LifeKeeper の停止（リソースは停止しない） 

# /opt/LifeKeeper/bin/lkstop –f 

または 

# /etc/init.d/lifekeeper stop-daemons 

 

 LifeKeeper のステータス確認 

ステータスを簡易表示するには「-e」オプションを付与します。 

# /opt/LifeKeeper/bin/lcdstatus(もしくは lcdstatus –e) 

 

 LifeKeeper のログの確認 

/var/log/lifekeper.logフゔルを参照してください。例えばリゕルタムに更新を

確認する場合には以下のように tailコマンドを使用することができます。 

# tail –f /var/log/lifekeeper.log 

 

 LifeKeeper の構成情報やログの一括取得 

# /opt/LifeKeeper/bin/lksupport 
 

 LifeKeeper の構成情報のバックゕップ・リストゕ 

LifeKeeper の構成情報のバックゕップ 

# /opt/LifeKeeper/bin/lkbackup –c 

 

 LifeKeeper の構成情報のリストゕ 

# /opt/LifeKeeper/bin/lkbackup –x –f archive.<タムスタンプ>.tar.gz 
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5.4 GUIクラゕントのステータス情報 

 サーバ状態の情報 

 全てのコミュニケーションパスのステータスが ALIVEとなっている。 

 一部のコミュニケーションパスのステータスが DEADとなっている。 

 全てのコミュニケーションパスのステータスが DEADとなっている。 

 サーバのステータスが不明である。 

 

 リソース状態の情報 

 Active - リソースの稼働状態（ISPステータス※） 

 Standby - リソースの停止状態（OSUステータス※） 

 Fail - リソースの障害状態（OSFステータス※） 

 UNKNOWN - リソースの状態が確認できない状態 
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6. 免責事項 
 本書に記載された情報は予告なしに変更、削除される場合があります。最新のものを

ご確認ください。 

 本書に記載された情報は、全て慎重に作成され、記載されていますが、本書をもって、

その妥当性や正確性についていかなる種類の保証をするものではありません。 

 本書に含まれた誤りに起因して、本書の利用者に生じた損害については、サオステ

クノロジー株式会社は一切の責任を負うものではありません。 

 第三者による本書の記載事項の変更、削除、ホームページ及び本書等に対する不正な

ゕクセス、その他第三者の行為により本書の利用者に応じた一切の損害について、サ

オステクノロジー株式会社は一切の責任を負うものではありません。 

 システム障害などの原因によりメールフォームからのお問い合せが届かず、または延

着する場合がありますので、あらかじめご了承ください。お問い合せの不着及び延着

に関し、サオステクノロジー株式会社は一切の責任を負うものではありません。 
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